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後
援
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
会
に
対
し
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も

の
で
、
今
年
も
年
の
瀬
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
お
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す

と
、
原
油
の
高
騰
に
は
じ
ま
り
、
ガ
ソ

リ
ン
や
食
品
等
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が

国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
問
題
に
加
え
、
大
手
証
券
会

社
の
破
綻
が
金
融
危
機
を
招
き
、
日
本

経
済
も
円
高
や
株
価
急
落
な
ど
甚
大
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
は
値
下
が
り
し
て
き
て
は
い

ま
す
が
、
い
つ
終
焉
す
る
の
か
先
の
見

え
な
い
情
勢
に
世
界
中
が
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

後
援
会
の
活
動
は
お
蔭
様
で
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。
本
会
の
一
大
事
業
で

あ
る
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
が
八
月

「
明
る
い
年
明
け
を
願
っ
て
」

会
長
　
小
笠
原
康
雄
（
S4
新
潟
）

今
年
も
四
支
部
が
視
察
研
修
を
実
施

三
十
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
に
か
け

て
、
全
国
二
十
二
会
場
で
開
催
さ
れ
例

年
並
の
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
開
催

に
ご
尽
力
さ
れ
た
支
部
長
を
は
じ
め
と

す
る
支
部
役
員
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
特
別
事
業
と
し
て

計
画
さ
れ
た
「
駐
輪
場
の
建
設
」
も
予

定
通
り
夏
季
休
業
中
に
完
工
し
、
秋
学

期
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
に

も
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
今
後
も
学
生
諸
君
に
と
っ
て
よ
り

快
適
と
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
協

力
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

五
月
の
会
長
就
任
以
来
、
早
く
も
半

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
蔭
で
、
無
事

年
を
越
す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
来

年
も
引
き
続
き
、
役
員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
て
後
援
会
の
目
的
を
念
頭
に
活
動

を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
る
二
〇
〇
九
年
が
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
学
生
諸
君
が
希
望
を
持
っ
て
明
る

く
生
き
て
い
け
る
世
の
中
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

十
一
月
一
日
（
土
）
か
ら
三
日

（
月
・
祝
）
の
三
日
間
、
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
「
若
杉
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
第
四
十
回
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
と
い
う
こ
と
で
、
大
学

若
杉
祭
初
日
の
十
一
月
一
日
（
土
）

に
、
恒
例
の
大
学
視
察
研
修
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
初
参
加
の
栃
木

県
を
は
じ
め
、
福
島
県
、
千
葉
県
、
青

森
県
の
計
四
支
部
（
総
勢
約
六
十
名
）

が
来
学
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
柳
澤
学

長
の
講
演
を
聴
い
た
後
、
学
内
施
設
や

若
杉
祭
を
見
学
、
合
同
の
懇
親
会
を
行

い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
会

員
か
ら
は
「
学
長
と
直
接
話
し
が
で
き

て
感
動
。
有
意
義
な
一
日
だ
っ
た
」
と

喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祭
実
行
委
員
の
学
生
も
例

年
以
上
に
力
を
入
れ
て
計

画
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
三
日
間
連
続
ラ
イ
ブ

も
大
盛
況
で
、
来
場
者
数
は
述
べ
一
六

〇
〇
人
を
超
え
ま
し
た
。

初
日
に
は
「
第
九
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
も
開
催
さ
れ
、た
く
さ
ん
の
卒
業

生
が
集
い
母
校
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
打
上
花
火
で
テ
ー
マ

通
り
華
々
し
く
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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この印刷物は古紙の配合100％の再生紙を使用しています

地元の子供たちも遊びに来てくれました

学長の講演を聞く会員 模擬店での食べ歩きも楽しみの一つ

大小のSLに乗って大人も子供も大喜び

野外ステージではイベントが盛沢山

第40回「若杉祭」華々しく開催
テーマは“華舞喜〜華の四重奏〜”



「下田寮」で理事会を開催
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支
部
総
会
を
開
催

〜
支
部
長
交
代
〜

地
域
別
教
育
懇
談
会
と
同
日
に
十
三

の
支
部
で
総
会
が
開
催
さ
れ
、
支
部
長

が
交
代
い
た
し
ま
し
た
。
前
支
部
長
に

は
小
笠
原
会
長
よ
り
感
謝
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

新
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

群
馬
県
支
部
長

仲
里
　
勝（
Ａ
３
）

茨
城
県
支
部
長

川
上
友
久（
Ｓ
３
）

沖
縄
県
支
部
長

城
間
良
則（
Ｍ
１
）

長
野
県
支
部
長

降
旗
一
善（
Ａ
２
）

北
陸
支
部
長

澤
野
利
春（
Ａ
２
）

山
梨
県
支
部
長

杉
本
代
宗
次（
Ａ
３
）

新
潟
県
支
部
長

霜
田
　
昭（
Ｓ
３
）

東
中
国
支
部
長
・
再
任

鳥
取
雄
治（
Ａ
３
）

静
岡
県
支
部
長
・
再
任

武
藤
敏
雄（
Ｃ
４
）

岩
手
県
支
部
長

高
橋
　
寛（
Ｅ
３
）

千
葉
県
支
部
長

風
間
光
子（
Ｃ
４
）

東
海
支
部
長

伊
藤
文
郎（
Ａ
２
）

近
畿
支
部
長

小
原
健
司（
Ａ
２
）

〜
以
上
敬
称
略
〜

十
月
二
十
五
日
（
土
）、
静

岡
県
の
「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
下

田
寮
」
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ

平
成
二
十
年
度
の
特
別
事
業
で
あ
る

「
駐
輪
場
の
建
設
」
が
夏
季
休
業
中
に

完
工
し
、
秋
学
期
よ
り
学
生
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
建
築
学
科
棟
前
の
屋
根

付
き
駐
輪
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
以
前

か
ら
学
生
の
強
い
希
望
が
あ
り
、
今
回

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
耐
久

性
の
あ
る
頑
丈
な
ア
ー
ル
型
の
屋
根

は
、
風
雨
か
ら
学
生
の
自
転
車
を
守
り
、

大
変
立
派
な
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
。
内
壁
に
は
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
の

バ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
、
置
い
た
場
所

を
覚
え
や
す
い
と
い
う
配
慮
も
さ
れ
て

お
り
、
学
生
に
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
全
国
か
ら
四
十
五
名
の
理
事

が
出
席
し
①
地
域
別
教
育
懇
談
会
・
支

部
総
会
実
施
報
告
②
予
算
執
行
状
況
に

つ
い
て
③
環
境
分

野
研
究
奨
励
助
成

金
に
つ
い
て
④
新

聞
広
告
に
つ
い
て

等
の
議
事
が
出
さ

れ
、
全
て
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
翌
日

の
研
修
旅
行
で
は

河
津
七
滝
や
浄
蓮

の
滝
な
ど
を
散
策

し
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
（
土
）
か

ら
九
月
二
十
九
日
（
日
）

に
か
け
て
全
国
二
十
二
会

場
（
支
部
主
催
十
九
会
場
、

本
部
主
催
三
会
場
）
で
開

催
さ
れ
た
平
成
二
十
年
度

地
域
別
教
育
懇
談
会
は
、

例
年
並
の
ご
出
席
を
頂
き

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
一
つ
残
念
だ
っ
た

の
は
、
今
年
は
北
海
道
の

会
員
が
三
名
し
か
お
ら
ず
、

出
席
希
望
者
が
ゼ
ロ
と
い

う
こ
と
で
北
海
道
会
場
の

開
催
が
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
す
。
今
後
会
員
数
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。十

一
月
二
十
二
日
（
土
）
に
は
、
支

部
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
、
支
部
長
ら
計
二
十
八
名
が
集
ま

り
、
柳
澤
学
長
ご
臨
席
の
も
と
、
各
支

部
主
催
の
教
育
懇
談
会
の
実
施
に
つ
い

て
報
告
し
、
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。

各
支
部
と
も
、
出
席
率
を
増
や
す
た

め
、
ま
た
出
席
し
た
会
員
に
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

様
々
な
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
、
初
め
て
ご
子
息
ご
子

女
の
成
績
の
実
情
に
つ
い
て
知
り
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
四
年
間
で
の
卒
業
は

困
難
」
と
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
手
遅

れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
是
非
毎
年
、
教

育
懇
談
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
20
年
度
特
別
事
業
「
駐
輪
場
」
完
成

「下田寮」で理事会を開催

個別面談の様子（近畿会場）

懇親会の様子（岩手会場） 全体会の様子（北陸会場）

（before）屋根がなく自転車は雨ざらしになっていた

（after）頑丈な造りに仕上がった

小笠原会長から知花前支部長（沖縄）に感謝状を
贈呈

「地域別教育懇談会」実施報告
〜支部連絡協議会で報告・反省会〜

理
事
会
の
様
子

滝
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
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平成20年度地域別教育懇談会実施結果一覧
（H＝共通系　M＝機械工学科　E＝電気電子工学科　A＝建築学科　S＝システム工学科　C＝情報工学科）

主催支部名 月日（曜）　 開催会場名 対象地域 大学教員出席者
蔵王支部 8月30日(土) 山形市 パレスグランデール 山形県・宮城県 120 34 28.3% 柳澤学長・長坂教授(M)・田辺准教授(M)

當山講師(E)・岩隈准教授(A)・三好教授(S)

矢部教授(C)

群馬県支部 8月31日(日) 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県 237 47 19.8% 藤田総務部長・古閑教授(M)・有賀教授(M)

石川教授(E)・伊藤教授(A)・石田講師(S)

小林教授(C)

茨城県支部 8月31日(日) 土浦市 霞ヶ浦観光ホテル 茨城県 455 58 12.7% 波多野教育研究推進室長・中里准教授(M)

丹澤准教授(M)・吉田講師(E)・木許講師(E)

白石教授(A)・勝木助教(A)・鈴木敏正教授(S)

鈴木宏典講師(S)・坂本教授(C）・大木教授(C）

沖縄県支部 9月06日(土) 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県 5 4 80.0% 藤田総務部長

本部(九州) 9月06日(土) 福岡市 サンライフホテル１ 九州 7 3 42.9% 栗本教務課長

本部(四国) 9月07日(日) 高知市 ホテルサンルート高知 四国 16 6 37.5% 〃

栃木県支部 9月13日(土) 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県 345 62 18.0% 原副学長・長坂教授(M)・高木准教授(M）

谷澤教授(E)・西村教授(E)・日下部准教授(E)

田中講師(A)・西山講師(A)・高橋講師(A)

飯倉准教授(S)・伴准教授(S)・石川教授(C)

坂本教授(C)

青森県支部 9月13日(土) 青森市 青森国際ホテル 青森県 93 27 29.0% 大島教授(M)・森田教授(E)・成田健一教授(A)

岩隈准教授(A)・正道寺准教授(S)・片山教授(C）

北陸支部 9月13日(土) 金沢市 金沢勤労者プラザ 富山県・石川県 21 12 57.1% 梅崎学生支援部長・野口准教授(M)・吉澤教授(E)

福井県 武田教授(A)

長野県支部 9月13日(土) 松本市 ホテルブエナビスタ 長野県 129 22 17.1% 兼子教授(M)・堀田教授(E)・福田講師(A)

丹羽准教授(C）

山梨県支部 9月14日(日) 笛吹市 ホテル春日居 山梨県 20 10 50.0% 森准教授(E)・小竿講師(A)・磯野教授(C）

西中国支部 9月14日(日） 下関市 海峡ビューしものせき 広島県・山口県 7 6 85.7% 村田准教授(M)・　橋教授(E)・川村教授(A)

島根県

新潟県支部 9月14日(日) 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県 96 32 33.3% 柳澤学長・竹内教授(M)・山口教授(E)

加村講師(A)・三宅教授(S)・田村講師(C）

東中国支部 9月14日(日) 津山市 津山国際ホテル 岡山県・鳥取県 6 4 66.7% 渡辺副学長・足立講師(A)

秋田県支部 9月20日(土) 秋田市 協働大町ビル 秋田県 63 34 54.0% 小倉教授(M)・堀田教授(E)・大岸講師(A)

高橋講師(A)・加藤教授(S)・丹羽准教授(C)

福島県支部 9月20日(土) 郡山市 清稜山倶楽部 福島県 125 33 26.4% 寺島准教授(M)・丹治講師(M)・上野講師(E)

黒津教授(A)・八木田准教授(S)・辻村准教授(C）

静岡県支部 9月20日(土) 静岡市 清水テルサ 静岡県 77 7 9.1% 酒井教授(M)・貫井講師(A)・椋田教授(C）

岩手県支部 9月21日(日) 花巻市 千秋閣 岩手県 46 17 37.0% 柳澤学長・神准教授(M)・青柳准教授(E)

北久保准教授(S)・大木教授(C）

千葉県支部 9月21日(日) 千葉市 千葉市文化交流プラザ 千葉県 217 20 9.2% 渡辺副学長・教務部長・増本講師(M)・飯塚講師(E)

鈴木清教授(S)・松田助教(C）

東海支部 9月21日(日) 名古屋市 中京大学文化市民会館 愛知県・三重県 15 3 20.0% 藤田総務部長・小川准教授(A)・山地講師(C）

岐阜県

近畿支部 9月28日(日) 尼崎市 ホテルホップインアミング 大阪府・京都府 38 7 18.4% 川村教授(A)・田中講師(A)

奈良県・滋賀県

兵庫県・和歌山県

本部(近県) 9月28日(日) 宮代町 大学 東京都・埼玉県 2,300 159 6.9% 柳澤学長・渡辺副学長・原副学長

神奈川県 梅崎学生支援部長・波多野教育研究推進室長

寺尾共通教育系主任・藤田総務部長

酒井財務部長・吉見学生支援課長・栗本教務課長

機械主任含む8名・電気電子主任含む4名

建築主任含む5名・システム主任含む6名

情報主任含む6名

合　　計 22会場 4,438 607 13.7% 延べ137名

開催
市町村

会員数
（人）

出席者数
（人）

出席率
（％）
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今
年
の
夏
、
私
は
海
外
の
文
化
を
学

び
、
語
学
力
を
磨
く
た
め
に
海
外
英
語

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
私
に
と
っ
て

初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
の
で
様
々
な
不

安
が
あ
っ
た
が
、
引
率
の
先
生
や
旅
行

会
社
の
担
当
の
方
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
た
の
で
不
安
も
一
掃
し
た
（
で

も
何
故
か
入
国
審
査
で
２
回
引
っ
か
か

っ
た
）。

研
修
初
日
に
は
ク
ラ
ス
別
け
テ
ス
ト

を
受
け
た
が
、
担
当
し
て
く
れ
た
金
髪

の
お
姉
さ
ん
が
明
る
く
て
、
大
学
内
の

狭
い
敷
地
内
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
マ

ジ
ッ
ク
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
の

で
旅
の
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
だ
。
そ
の
後

ス
テ
イ
先
の
家
族
が
迎
え
に
き
て
く
れ

て
、
と
て
も
明
る
く
接
し
て
く
れ
た
の

で
、
凄
く
安
心
し
た
。

家
に
向
か
う
車
の
中
か
ら
外
の
景
色

を
見
た
ら
、
ど
ん
な
住
宅
街
で
も
片
道

二
車
線
あ
り
、
そ
の
広
さ
に
驚
い
た
。

広
大
な
景
色
と
綺
麗
な
建
物
に
囲
ま
れ

て
、
ま
る
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
描
い
た
世
界
に

入
っ
た
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

ス
テ
イ
先
の
家
族
は
本
当
に
優
し
く

て
気
さ
く
だ
っ
た
。
夕
食
は
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
部
屋
に
溜
め
て
い
た

衣
類
も
学
校
に
行
っ
て
い
る
間
に
洗
濯

し
て
く
れ
た
。
鍵
の
保
管
さ
え
し
っ
か

り
し
て
れ
ば
好
き
に
し
て
よ
か
っ
た
か

ら
、
家
族
の
い
な
い
間
に
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
た
り
、
冷
蔵
庫
の
中
の
も
の
を
食

べ
た
り
し
て
、
本
当
に
自
由
に
過
ご
せ

た
。
お
父
さ
ん
は
私
が
野
球
が
好
き
な

こ
と
を
知
っ
て
、
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
の

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ズ
の
試
合
観
戦
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
喘
息
の
出

る
寒
い
雨
の
日
に
コ
ー
ト
を
貸
し
て
く

れ
た
時
は
泣
き
そ
う
な
く
ら
い
嬉
し
か

っ
た
。
と
に
か
く
最
高
の
家
族
だ
っ
た

と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
言
葉
は
英
語
だ
っ
た
か
ら

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
は
、
電
子
辞

書
で
調
べ
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交

え
て
色
々
試
し
た
り
し
た
の
で
、
鍛
え

ら
れ
て
、
語
学
力
を
上
げ
る
こ
と
も
出

来
た
。

授
業
で
は
他
大
学
の
学
生
と
の
交
流

が
出
来
た
。
最
初
は
馴
染
む
の
に
苦
労

し
た
が
、
こ
こ
は
海
外
だ
と
い
う
事
で

積
極
的
に
女
子
と
会
話
す
る
事
が
で
き

た
。
我
々
工
業
大
学
は
、
ほ
ぼ
男
子
大

学
な
の
で
、
よ
い
目
の
保
養
に
な
っ
た
。

博
物
館
を
訪
れ
た
り
、
カ
ヌ
ー
を
し
た

り
と
、
教
室
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
伸
び
伸

び
し
た
授
業
で
、
楽
し
か
っ
た
。
最
後

に
ク
ラ
ス
の
皆
で
『W

e
are

the
world

』
を
歌
っ
て
ク
ラ
ス
が
一
つ
に

な
っ
た
事
は
本
当
に
良
か
っ
た
。

大
学
主
催
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
見
学

は
、
工
場
に
到
着
す
る
と
規
模
の
大
き

さ
に
ま
ず
驚
い
た
。
各
パ
ー
ツ
の
作
成

か
ら
塗
装
ま
で
の
、
飛
行
機
組
み
立
て

の
仕
組
み
に
つ
い
て
深
く
知
る
事
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
飛
行
機
に
あ
ま
り
接

点
は
無
か
っ
た
私
で
も
興
味
を
持
つ
事

が
で
き
た
か
ら
、
工
学
部
の
学
生
と
し

て
も
い
い
体
験
だ
っ
た
と
思
う
。

日
工
大
の
メ
ン
バ
ー
で
シ
ア
ト
ル
へ

マ
リ
ナ
ー
ズ
観
戦
に
行
っ
た
時
は
、
大

き
な
紙
に
『
イ
チ
ロ
ー
』
と
一
文
字
ず

つ
書
い
た
も
の
を
準
備
し
た
。
そ
の
日

は
イ
チ
ロ
ー
と
城
島
が
ス
タ
メ
ン
だ
っ

た
か
ら
俄
然
が
ん
ば
っ
て
応
援
し
た
。

『
イ
チ
ロ
ー
』
と
書
い
た
紙
を
４
人
で

持
っ
て
応
援
し
て
い
た
ら
大
き
な
オ
ー

ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
に
自
分
た
ち
が
写
っ
た

の
で
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
た
。
城
島

の
応
援
歌
を
大
熱
唱
し
て
地
元
の
フ
ァ

ン
の
方
か
ら
拍
手
を
頂
い
た
り
、
一
緒

に
記
念
撮
影
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た

り
、
し
か
も
そ
の
日
は
城
島
が
５
号
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
撃
っ
て
８
‐
４
で
勝
っ
た

の
で
、
国
籍
に
関
係
な
く
周
囲
の
人
た

ち
と
一
緒
に
、
こ
の
上
な
い
喜
び
に
浸

る
こ
と
が
出
来
た
。

他
に
も
書
き
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
の
だ
が
、
と
に
か
く
最
高
の
３
週

間
だ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
に
永
住
し
た
い
と

本
気
で
思
っ
た
。
海
外
英
語
セ
ミ
ナ
ー

は
金
銭
的
な
関
係
で
遠
慮
が
ち
で
は
あ

る
が
、
お
金
で
は
買
え
な
い
最
高
の
思

い
出
を
残
す
事
の
出
来
る
最
高
の
機
会

で
あ
る
と
言
え
る
。
学
生
時
代
に
思
い

出
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
海
外
英

語
セ
ミ
ナ
ー
を
強
く
推
薦
す
る
。

最
後
に
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

研修先：ブリティッシュコロンビア大学
期　間：平成20年8月12日〜9月2日（24日間）ホストファミリーとご対面（中央が兵道君）

これからフェアエルパーティーが始まります

現地ファンと記念撮影

オーロラビジョンにも映ったぞ!!

システム工学科3年　兵道　伸一（埼玉）

英会話カナダ特別セミナー体験手記

「最高の思い出たち」
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平
成
二
十
年
七
月
二
十
八
日
（
月
）
後

援
会
会
報
七
十
八
号
、
後
援
会
の
し

お
り
（
平
成
二
十
年
度
版
）、
後
援

会
員
の
皆
様
へ
〜
平
成
十
九
年
度
就

職
状
況
発
行

七
月
三
十
日
（
水
）
〜
三
十
一
日
（
木
）

盆
踊
り
大
会

七
月
三
十
一
日
（
木
）
夏
季
休
業
開
始

（
九
月
二
十
日
ま
で
）

八
月
二
日
（
土
）
〜
三
日
（
日
）
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

八
月
十
日
（
日
）
〜
九
月
二
日
（
火
）

英
会
話
カ
ナ
ダ
特
別
セ
ミ
ナ
ー

八
月
三
十
日
（
土
）
蔵
王
支
部
教
育
懇

談
会
（
山
形
市
・
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ

ー
ル
）

八
月
三
十
一
日
（
日
）
群
馬
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
高
崎
市
・
高
崎

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）、
茨
城
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
土
浦
市
・
霞
ヶ

浦
観
光
ホ
テ
ル
）

九
月
六
日
（
土
）
沖
縄
県
支
部
総
会
・

教
育
懇
談
会
（
那
覇
市
・
琉
球
サ
ン

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）、
九
州
地
区
教

育
懇
談
会
（
福
岡
市
・
サ
ン
ラ
イ
フ

ホ
テ
ル
１
）

九
月
七
日
（
日
）
四
国
地
区
教
育
懇
談

会
（
高
知
市
・
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

高
知
）

九
月
十
三
日
（
土
）
栃
木
県
支
部
教
育

懇
談
会
（
宇
都
宮
市
・
ホ
テ
ル
丸

治
）、
長
野
県
支
部
総
会
・
教
育
懇

談
会
（
松
本
市
・
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ

ス
タ
）、
青
森
県
支
部
教
育
懇
談
会

（
青
森
市
・
青
森
国
際
ホ
テ
ル
）、
北

陸
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
金
沢

市
・
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ
）

九
月
十
四
日
（
日
）
西
中
国
支
部
教
育

懇
談
会
（
下
関
市
・
海
峡
ビ
ュ
ー
し

も
の
せ
き
）、
山
梨
県
支
部
総
会
・

教
育
懇
談
会
（
笛
吹
市
・
ホ
テ
ル
春

日
居
）、
新
潟
県
支
部
総
会
・
教
育

懇
談
会
（
長
岡
市
・
長
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）、
東
中
国
支
部
総
会
・
教

育
懇
談
会
（
津
山
市
・
津
山
国
際
ホ

テ
ル
）

九
月
十
九
日
（
金
）
成
績
発
表
（
郵
送
）

九
月
二
十
日
（
土
）
第
九
回
秋
季
卒
業

式
、
秋
田
県
支
部
教
育
懇
談
会
（
秋

田
市
・
協
働
大
町
ビ
ル
）、
福
島
県

支
部
教
育
懇
談
会
（
郡
山
市
・
清
稜

山
倶
楽
部
）、静
岡
県
支
部
総
会
・
教

育
懇
談
会（
静
岡
市
・
清
水
テ
ル
サ
）

九
月
二
十
一
日
（
日
）
岩
手
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
花
巻
市
・
千
秋

閣
）、
千
葉
県
支
部
総
会
・
教
育
懇

談
会
（
千
葉
市
・
千
葉
市
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
）、
東
海
支
部
総
会
・
教
育

懇
談
会
（
名
古
屋
市
・
中
京
大
学
文

化
市
民
会
館
）

九
月
二
十
五
日
（
木
）
秋
学
期
授
業
開

始
九
月
二
十
七
日
（
土
）
近
県
教
育
懇
談

会
打
合
せ
（
大
学
）、
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

九
月
二
十
八
日
（
日
）
近
県
教
育
懇
談

会
（
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
対
象
、

大
学
で
開
催
）、
近
畿
支
部
総
会
・

教
育
懇
談
会
（
尼
崎
市
・
ホ
ッ
プ
イ

ン
ア
ミ
ン
グ
）

十
月
二
日
（
木
）
第
十
一
回
秋
季
入
学
式

十
月
四
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス

十
月
十
一
日
（
土
）
宮
代
会
幹
事
会

十
月
二
十
五
日
（
土
）
〜
二
十
六
日

（
日
）
役
員
会
・
理
事
会
（
下
田
寮
）

十
一
月
一
日
（
土
）
〜
三
日
（
月
）
大

学
祭
（
テ
ー
マ
「
華
舞
喜
〜
華
の
四

重
奏
」）

十
一
月
一
日
（
土
）
福
島
県
支
部
・
青

森
県
支
部
・
千
葉
県
支
部
・
栃
木
県

支
部
大
学
視
察
研
修
、
第
九
回
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
九
期
・
十
九

期
・
二
十
九
期
）

十
一
月
二
日
（
日
）
第
二
十
二
回
建
築

設
計
競
技
表
彰
式

十
一
月
十
五
日
（
土
）
第
十
二
回
ス
タ

ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
テ
ク
ノ
ラ
リ

ー
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
留
学
生

が
学
内
見
学

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
役
員
会
、
特

別
事
業
委
員
会
、支
部
連
絡
協
議
会
、

岩
手
県
人
会
発
足

十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
第
二
十
五
回

吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

十
一
月
二
十
五
日
（
火
）
宮
代
町
と
の

包
括
協
定
締
結

編
集
後
記

日
没
時
間
が
早
く
な
り
、
お
日
様
が

貴
重
に
思
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

寒
さ
で
身
体
も
心
も
縮
こ
ま
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
大
き
く
深
呼
吸
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
よ
う
心
が
け
た
い

も
の
で
す
ね
。
良
い
お
年
を
！
（
Ｉ
）

6

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

長
野
県
支
部
よ
り

目
録
贈
呈

十
一
月
二
十
五
日
（
土
）、
理
事
会

の
席
に
お
い
て
、
長
野
県
支
部
よ
り
大

学
に
対
し
、
学
園
創
立
百
周
年
記
念
事

業
に
対
す
る
寄

付
金
の
目
録
が

贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
寄
付
金
は

長
野
文
庫
（
図

書
）
と
し
て
Ｌ

Ｃ
セ
ン
タ
ー

（
百
年
記
念
館
）

に
寄
贈
さ
れ
る

予
定
で
す
。

「
岩
手
県
人
会
」
発
足

同
郷
の
学
生
た
ち
が
自
主
的
に
組
織

す
る
県
人
会
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
青
森

県
と
秋
田
県
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
「
岩
手
県
人
会
」
が
発
足
し
、

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
に
結
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

顧
問
は
同
県
出
身
の
シ
ス
テ
ム
工
学

科
の
主
任
で
あ
る
渡
部
修
一
教
授
。

結
成
式
に
は
後
援
会
よ
り
高
橋
岩
手

県
支
部
長
他
三
名
の
支
部
役
員
も
出
席

し
、「
県
人
会
と
の
交
流
を
図
り
、
積

極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」

と
同
会
の
発
足
を
共
に
祝
し
ま
し
た
。

柳
澤
学
長
に
目
録
を
手
渡

す
降
旗
支
部
長


